
い
ま
、
再
び
地
球
環
境
を
考
え
る
⑦

グ
リ
ー
ン
経
営
認
証

取
得
に
向
け
て
！

４
年
目
を
迎
え
た
、
そ
の
効
果
と
現
状

【
兵
庫
の
名
産
品：

三
木
金
物
】

時
代
の
変
化
に
い
ち
早
く
対
応
し
て
、

大
工
職
人
に
絶
賛
さ
れ
た
鋸
を
開
発
！
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2
0
0
3
年
10
月
に
開
始
さ
れ
た「
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
制
度
」
も
、
４
年
目
を
迎
え
そ
の
成
果
が
数
字
に

な
っ
て
表
れ
始
め
た
。
★
１２
0
0
7
年
２
月
末
現
在
、
認
証
登
録
を
し
た
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
は
１
千
社
を
超
え
、

保
有
す
る
車
両
総
数
は
約
８
万
４
千
台
。
日
本
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
保
有
す
る
車
両
台
数
の

約
6
・
7
％
に
な
っ
た
。
３
年
あ
ま
り
の
活
動
と
現
状
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
を
紹
介
し
よ
う
。

グ
リ
ー
ン
経
営
認
証

取
得
に
向
け
て
！

4
年
目
を
迎
え
た
、
そ
の
効
果
と
現
状

いま、再び�
地球環境を�
考える⑦�

取材協力：交通エコロジー・モビリティ財団
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ら
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。

ま
ず
は
住
宅
関
連
。
新
築
段
階
に
お
け
る
省

エ
ネ
対
策
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、
既

存
ス
ト
ッ
ク
も
含
め
た
市
場
全
体
を
視
野
に
入

れ
る
な
ど
、
住
宅
の
省
エ
ネ
リ
フ
ォ
ー
ム
を
推

進
す
る
た
め
の
支
援
策
、
技
術
開
発
、
情
報
提

供
な
ど
を
強
化
す
る
よ
う
に
努
め
、
関
係
省
庁

と
連
携
を
図
り
、
省
エ
ネ
性
能
の
優
れ
た
部
品

や
設
備
の
導
入
を
促
進
。
ま
た
、
住
宅
・
建
築

物
の
居
住
性
の
向
上
と
地
球
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
な
ど
を
、
総
合
的
な
環
境
性
能
と
し
て
評

価
結
果
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
C
A
S
B
B

E（
建
築
物
総
合
環
境
性
能
評
価
シ
ス
テ
ム
）の

開
発
・
普
及
に
努
め
、
住
宅
や
建
築
物
の
長
寿

命
化
、
居
住
性
向
上
、
環
境
負
荷
低
減
を
目
標

と
し
た
支
援
を
行
う
と
し
て
い
る
。

2
つ
目
に
、「
環
境
に
や
さ
し
い
経
営
の
促

進
」
と
あ
る
。

各
企
業
が
環
境
の
保
全
・
再
生
・
創
造
に
ど

の
よ
う
に
貢
献
し
て
い
る
か
を
市
場
に
お
い
て

評
価
す
る
動
き
が
本
格
化
す
る
中
で
、
企
業
本

来
の
行
動
と
し
て
ど
の
よ
う
に
環
境
に
貢
献
す

る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業
、
バ

ス
・
タ
ク
シ
ー
事
業
の
分
野
に
お
い
て
は
、
一
定

以
上
の
優
れ
た
環
境
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
事
業
者
を
認
定
す
る「
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証

制
度
」が
企
業
の
環
境
取
り
組
み
を
市
場
に
お

い
て
評
価
す
る
仕
組
み
と
し
て
機
能
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
貢
献
型
経
営
を
促
進
す

る
枠
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
他
の
事
業
分

野
に
拡
大
さ
せ
る
と
あ
り
、
ま
た
、
木
材
リ
サ

イ
ク
ル
市
場
の
拡
大
戦
略
の
推
進
を
図
る
こ
と

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

6
つ
の
改
革
の
中
で
、
興
味
深
い
も
の
が
4

番
目
の「
持
続
可
能
な
国
土
の
形
成
」で
あ
る
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
を
受
け
、
生
物
多
様
性
の

減
少
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
始
め
と
す

る
都
市
生
活
環
境
の
悪
化
、
廃
棄
物
問
題
、
湧

水
の
枯
渇
や
河
川
流
量
の
不
安
定
化
、
閉
鎖
性

水
域
の
富
栄
養
化
な
ど
水
環
境
を
め
ぐ
る
問

題
、
地
球
環
境
問
題
な
ど
の
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
が
山
積
み
で
あ
る
と
定
義
し
て

い
る
。

そ
し
て
、こ
れ
ら
の
問
題
は
原
因
者
が
多
岐

に
わ
た
り
、
因
果
関
係
が
複
雑
で
個
別
の
対
応

で
は
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
よ
り
幅

広
い
連
携
を
通
し
て
地
域
や
社
会
全
体
と
し
て

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方

に
沿
っ
て
も
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
環
境

負
荷
の
低
減
策
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証

制
度
は
有
効
な
取
り
組
み
な
の
だ
ろ
う
。

グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
制
度
の
背
景

グ★３
リ
ー
ン
経
営
認
証
制
度
は
、
国
土
交
通
省

と
社
団
法
人
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
の
協

力
、
及
び
日
本
財
団
か
ら
の
助
成
金
を
受
け
て
、

交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団（
以
下
、エ

コ
モ
財
団
）が
創
設
し
た
。
同
財
団
が
認
証
機
関

と
な
り
グ
リ
ー
ン
経
営
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
申
請
さ
れ
た
事
業
者
に
対
し
て
、
取
り
組
み

を
審
査
し
認
証
・
登
録
を
行
う
も
の
で
、
現
在
4

年
目
を
迎
え
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
制
度
が
作
成
さ
れ
た
背

景
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
地
球
規
模
で
の
自
然
環
境

保
全
活
動
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
環
境
保
全

活
動
を
進
め
る
一
つ
の
方
法
と
し
て
設
置
さ
れ

た
国
際
基
準
I
S
O
1
4
0
0
1（
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
国
際
規
格
）に
準

ず
る
国
内
の
認
証
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
。

グ
リ
ー
ン
化
を
進
め
る
た
め
の

6
つ
の
改
革
の
中
の
1
つ

グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
制
度
の
開
始
と
同
時
期

に
、
国
土
交
通
省
は
6
つ
の
環★２
境
行
動
計
画
を

策
定
し
た
。
そ
の
中
で
、
3
番
目
に
表
記
さ
れ

て
い
る
の
が
、「
環
境
に
対
す
る
感
度
の
高
い
市

場
の
整
備
」で
あ
る
。

あ
ら
ゆ
る
経
済
主
体
が
参
画
す
る
市
場
は
、

国
民
全
体
の
連
携
と
協
働
の
場
で
、
特
に
地
球

環
境
問
題
の
よ
う
な
国
民
一
人
一
人
の
日
常

の
行
動
や
企
業
理
念
に
深
く
係
わ
る
環
境
問

題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
環
境
負
荷
の
軽
減

を
実
現
し
や
す
い
市
場
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
に
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
い

市
場
を
整
備
す
る
「
市
場
の
グ
リ
ー
ン
化
」に

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
際
、
多
く
の
市
場
の
中
か
ら
、
3
つ
の

指
針
が
進
み
、
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。
そ
れ
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と
り
わ
け
、
中
小
の
事
業
者
が
大
部
分
を
占
め

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い
て
は
、
経
済
的
、

人
的
な
負
担
が
比
較
的
に
少
な
く
、
認
証
取
得

を
得
れ
ら
や
す
い
と
注
目
を
集
め
て
い
る
。

経
営
規
模
に
合
わ
せ
て
環
境
保
全
活
動
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
、
自
己
評
価
に
役
立
つ
グ

リ
ー
ン
経
営
推
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。
I
S
O

1
4
0
3
1（
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
に
関

す
る
国
際
規
格
）の
考
え
方
に
基
づ
き
、
取
り

組
み
や
す
い
環
境
保
全
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
も
の
で
、
目
標
の
設
定
と
評
価
が
容
易
に

で
き
、
経
営
の
グ
リ
ー
ン
化
に
役
立
つ
の
も
特

長
で
あ
り
、
環
境
保
全
活
動
の
実
効
性
を
高

め
、
環
境
改
善
の
努
力
を
客
観
的
に
証
明
す
る

こ
と
で
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に
お
け
る
環

境
負
荷
の
低
減
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

開
始
か
ら
3
年
。
そ
の
効
果
と
は
？

エ
コ
モ
財
団
で
は
、
運
輸
業
界
を
対
象
に
中

小
規
模
の
事
業
者
で
も
継
続
的
に
環
境
保
全

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
グ★４
リ
ー
ン
経
営
推

進
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
に
対
し
て
審

査
を
行
い
、
認
証
・
登
録
を
行
う
グ
リ
ー
ン
経

営
認
証
制
度
を
開
始
し
た
。
2
0
0
7
年
2
月

時
点
で
、
日
本
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
保
有
す
る
車
両
台
数
の
約
6
・
7
％
、
約
8
万

4
千
台
が
対
象
と
な
り
、
大
き
な
効
果
を
上
げ

て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
認
証
取
得
に
見
ら
れ
る
効



果
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
認
証
取
得
2
年
後

の
平
均
燃
費
は
、
車
両
総
重
量
8
ト
ン
以
上
の

ト
ラ
ッ
ク
の
場
合
で
、
認
証
取
得
時
比
約
5
・

2
％
、8
ト
ン
未
満
の
場
合
で
約
3
・
7
％
、
そ

れ
ぞ
れ
高
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
基
準
に
、
現

在
の
認
証
取
得
事
業
者
に
同
様
の
燃
費
改
善

効
果
が
あ
る
と
仮
定
し
計
算
す
る
と
、
な
ん
と

二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
量
は
年
間
約
13
万

ト
ン
に
な
る
。

認★５
証
取
得
事
業
者
の
平
均
燃
費
を
全
国
平

均
と
比
較
す
る
と
、
す
べ
て
の
車
種
区
分
で
全

国
平
均
よ
り
も
良
く
、
全
車
種
区
分
の
加
重
平

均
の
比
較
で
は
全
国
平
均
よ
り
も
、19
・
4
％
も

向
上
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
低
公
害
車
な
ど
の
保
有
率
の
ア
ッ

プ
、
交
通
事
故
件
数
の
減
少
、
車
両
事
故
件
数

も
同
様
に
減
少
し
、
広
く
経
営
的
な
視
点
で

判
断
し
た
場
合
で
も
、
そ
の
人
的
、
費
用
的
な

効★６
果
は
非
常
に
大
き
い
と
判
断
で
き
、「
職
場
モ

ラ
ル
・
士
気
の
向
上
」「
お
客
様
か
ら
の
評
価
の

向
上
」「
リ
ー
ダ
ー
層
の
人
材
育
成
」
と
い
っ
た
ソ

フ
ト
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
こ
と
も
実
証

さ
れ
た
。

燃
費
の
向
上
で
、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
低
減
に

認
証
取
得
事
業
者
の
平
均
燃
費
は
、
認
証
取

得
後
の
2
年
間
で
ほ
と
ん
ど
が
向
上
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
気
に
な
る
の
が
、
燃
費
が
向
上
し

た
こ
と
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
も
軽
減
で
き

た
は
ず
で
あ
る
。
数
値
を
算
出
す
る
と
、
8
ト

5
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ン
以
上
の
場
合
は
4
・
8
％
、
8
ト
ン
未
満
の
場

合
で
3
・
6
％
削
減
さ
れ
、
認
証
取
得
事
業
者
の

す
べ
て
の
車
両（
8
ト
ン
以
上
3
万
4
千
3
2
8

台
、
8
ト
ン
未
満
3
万
82
台：

2
0
0
6
年
度

デ
ー
タ
）で
は
、
年
間
13
万
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
が
削
減
で
き
る
と
仮
定
で
き
る
。

ま
た
、
1
ト
ン
未
満
か
ら
12
ト
ン
以
上
17
ト

ン
未
満
ま
で
、
8
段
階
に
車
種
区
分
さ
れ
て
い

る
す
べ
て
で
、
認
証
取
得
事
業
者
は
全
国
平
均

よ
り
も
高
い
水
準
を
維
持
し
、
全
車
種
区
分
の

加
重
平
均
を
比
較
す
る
と
、
な
ん
と
19
・
4
％

も
高
い
水
準
で
、
約
2
割
の
燃
費
向
上
が
見
込

ま
れ
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
大★７
型
車
1
台
の
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
（
年
間
走
行
距
離
7
万
km
、
燃
費
3

km
／
r
）約
63
ト
ン
を
、
10
％
削
減
す
る
と
、
1

世
帯
分
の
排
出
量
の
削
減
に
匹
敵
す
る
。
そ
し

て
、
10
分
間
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
停
止
す
る
と
、

燃
焼
で
約
0
・
3
r
約
30
円
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
は
約
0
・
8
kg
で
、こ
れ
は
テ
レ
ビ
20
時

間
分
、
電
灯
42
時
間
分
の
二
酸
化
炭
素
を
削
減

し
た
こ
と
に
な
る
。

認
証
取
得
事
業
者
の

そ
の
ほ
か
の
優
位
点

燃
費
向
上
か
ら
効
果
が
期
待
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
の
低
減
の
ほ
か
に
、
低
公
害

車
な
ど
の
保
有
率
は
、
認
証
取
得
後
の
2
年
間

で
2
・
6
5
％
か
ら
3
・
3
5
％
へ
と
、
約
0
・
7
ポ

イ
ン
ト
向
上
し
、
交
通
事
故
件
数
に
い
た
っ
て

は
、
認
証
取
得
事
業
者
の
走
行
距
離
あ
た
り
の

交
通
事
故
件
数
は
、
認
証
取
得
後
1
年
目
に
前

年
比
13
・
4
％
も
減
少
し
た
。
同
様
に
車
両
事

故
件
数
で
は
46
％
減
少
と
い
う
脅
威
的
な
結
果

と
な
り
、
認
証
取
得
事
業
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
も
、
こ
れ
ら
の
効
果
が
生
の
声
と
し
て
届

い
て
い
る
。

認
証
取
得
に
向
け
た
追
い
風

こ
こ
ま
で
、
認
証
取
得
後
の
効
果
を
検
証
し

て
き
た
。
で
は
、
今
後
の
展
開
と
し
て
、
現★８
在
の

社
会
の
情
勢
を
整
理
し
て
お
こ
う
。

平
成
18
年
4
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
省
エ
ネ

法
で
は
、
荷
主
が
物
流
で
の
省
エ
ネ
を
進
め
る

た
め
に
配
慮
を
す
る
こ
と
と
し
て
、「
環
境
に
配

慮
し
て
い
る
貨
物
事
業
者
を
選
定
す
る
」こ
と

が
明
記
さ
れ
た
。
こ
れ
は
具
体
的
に
、
I
S
O

1
4
0
0
1
や
、
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
取
得
者

を
使
用
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
う
示
唆
で
、

今
後
は
、
世
界
経
済
の
観
点
か
ら
も
ま
す
ま
す

具
現
化
し
そ
う
な
勢
い
が
あ
る
。

ま
た
、
国
内
向
け
信
書
、
宅
配
便
、
小
包
郵

便
物
、
メ
ー
ル
便
を
扱
う
輸
配
送
業
務
が
、
グ

リ
ー
ン
購
入
法
に
追
加
さ
れ
、
判
断
基
準
と
し

て
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
推
進
す
る
た
め
の
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
」が
、
第
三
者
の
立
場

で
客
観
的
に
審
査
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
示
さ

れ
、
グ
リ
ー
ン
経
営
認
証
制
度
の
評
価
が
社
会

的
に
高
ま
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

認★９
証
取
得
後
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
国
土
交
通
省

や
エ
コ
モ
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
事
業
者
名

の
掲
載
、
登
録
証
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
交
付
、
使
用
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許
可
、
さ
ら
に
、
荷
主
や
取
引
先
企
業
へ
の
環

境
保
全
型
企
業
と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
、
そ
の
ほ

か
、
金
融
・
保
険
面
で
の
優
遇
措
置
も
あ
る
。

今
後
の
課
題
と
取
り
組
み

4
年
目
に
入
っ
た
認
証
制
度
の
重
点
課
題

は
、
よ
り
多
く
の
運
送
事
業
者
の
認
証
取
得
に

あ
る
。
認
証
開
始
か
ら
3
年
の
実
績
を
見
て
、

約
8
万
事
業
所
と
さ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事

業
者
全
体
の
取
得
比
率
を
10
％
台
ま
で
押
し

上
げ
、
総
車
両
台
数
も
同
じ
く
15
〜
20
％
を
中

期
的
な
目
標
に
お
い
て
い
る
。

そ
し
て
、
現
在
で
は
認
証
に
つ
い
て
は
、
合
格

か
不
合
格
し
か
な
い
制
度
を
、
可
能
な
ら
ば
グ

リ
ー
ン
経
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
、
よ
り
高
い

レ
ベ
ル
で
ク
リ
ア
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
、
認
証
制
度
に
ス
テ
ッ
プ
を
設

け
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

よ
り
環
境
に
貢
献
す
る
事
業
者
に
は
、
よ
り

高
い
認
証
を
実
施
し
、
運
送
事
業
者
全
体
の
底

上
げ
は
も
ち
ろ
ん
、
と
に
も
か
く
に
も
、
私
た

ち
が
暮
ら
す
地
球
環
境
の
保
全
を
徹
底
す
る
た

め
の
必
要
な
制
度
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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【
兵
庫
の
名
産
品：

三
木
金
物
】

時
代
の
変
化
に
い
ち
早
く
対
応
し
て
、

大
工
職
人
に
絶
賛
さ
れ
た
鋸
を
開
発
！

兵
庫
県
の
中
央
部
、
四
方
を
山
々
に
囲
ま
れ
た
三
木
市
は
、

戦
国
時
代
か
ら
現
代
ま
で
続
く
金
物
の
町
。

豊
臣
秀
吉
に
よ
る
町
の
復
興
を
機
に
、
各
地
か
ら
大
工
職
人
が
集
ま
り
、

大
工
職
人
を
陰
で
支
え
た
鍛
冶
職
人
の
技
が
、

今
も
地
場
産
業
と
し
て
息
づ
い
て
い
る
。



9

三
木
の
大
工
道
具
の
製
造
は

18
世
紀
後
半
に
急
激
に
発
展

そ
も
そ
も
三
木
で
は
別
所
氏
の
保
護
の
下
、
木

工
匠
や
紺
屋
が
栄
え
、
そ
れ
に
伴
い
鍛
冶
も
西
播

磨
の
千
種
鋼
、
備
前
長
船
一
派
の
刀
鍛
冶
、
姫
路

野
里
の
鍋
や
釜
の
鋳
造
な
ど
の
影
響
を
受
け
て

優
秀
な
技
術
を
習
得
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
織

田
信
長
と
の
戦
い
に
敗
れ
た
の
ち
は
、
大
工
職
人

も
鍛
冶
職
人
も
四
散
し
て
し
ま
い
、
当
時
の
三
木

金
物
の
記
録
を
見
る
こ
と
は
な
い
。

「
一
般
的
に
は
、
秀
吉
が
三
木
の
復
興
を
図
る

た
め
に
町
民
の
諸
役
や
税
を
免
じ
る
制
札
を
掲

げ
四
散
し
た
町
民
を
呼
び
戻
し
、
町
の
復
興
に

際
し
て
大
工
職
人
が
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
寺
院
や
家
屋
の
復
旧
を
行
っ
た
と

き
に
、
大
工
職
人
と
と
も
に
鍛
冶
職
人
も
集
ま

り
、
当
時
の
技
術
が
現
在
に
も
息
づ
い
て
い
ま
す
」

と
、
三
木
工
業
協
同
組
合
事
務
局
長
の
福
島
光

宏
さ
ん
が
、
三
木
金
物
の
歴
史
や
現
状
に
つ
い
て

話
し
て
く
れ
た
。

鍛
冶
が
初
め
て
記
録
に
残
る
の
は
、1
7
4
2

年
の
三
木
町
諸
色
明
細
帳
で
、7
5
3
軒
の
う
ち

職
人
2
5
5
軒
と
あ
る
。
2
5
5
軒
の
内
訳
は
大

工
が
1
4
0
軒
で
過
半
数
を
占
め
、
鍛
冶
が
12
軒

と
記
さ
れ
、
こ
の
と
き
初
め
て
鍛
冶
の
文
字
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

秀
吉
の
命
で
集
ま
っ
た
大
工
職
人
や
鍛
冶
職

人
は
、
町
の
復
興
後
に
は
近
畿
地
方
に
出
稼
ぎ
に

出
て
三
木
金
物
の
優
れ
た
技
術
を
宣
伝
し
、
ま

た
各
地
の
優
れ
た
大
工
道
具
を
持
ち
帰
り
、
製

造
技
術
の
向
上
に
役
立
て
た
。
こ
の
こ
と
が
、
さ

ら
な
る
三
木
金
物
の
発
展
に
貢
献
し
、
そ
の
技
術

は
現
代
に
も
伝
わ
っ
て
い
る
。

三
木
金
物
の
隆
盛
と

製
品
の
多
様
化
に
よ
る
繁
栄

江
戸
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
た
鍛
冶
職
人
の

技
は
、
同
時
に
、
原
料
の
仕
入
れ
や
製
品
の
販
売

の
み
を
行
う
仲
買
人
ら
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
大
阪

や
江
戸
に
知
ら
し
め
ら
れ
、
三
木
の
金
物
の
地
位

を
不
動
の
も
の
に
し
た
。

明
治
時
代
に
は
、
伝
統
的
な
和
鉄
の
鍛
錬
に

よ
っ
て
優
れ
た
切
れ
味
を
誇
っ
た
三
木
の
金
物
は

第
一
次
の
隆
盛
期
を
迎
え
、
全
戸
数
約
1
0
0

0
戸
に
対
し
て
鍛
冶
職
人
は
約
2
0
0
戸
を
占

め
、
鍛
冶
職
人
の
町
と
し
て
の
様
相
を
呈
す
る
よ

現在の鋸の生産ライン。ほぼ100%自動化している。

切り落とした部分は、製造上の基準面となる
鋸の背の部分。

鋸を作る原料の鋼。ここから、様 な々加工、
検査が繰り返され、均一の品質に仕上がる。



う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
貿
易
が
盛
ん
に
な
る

と
、
洋
鉄
や
洋
鋼
を
使
用
し
は
じ
め
、
新
し
い
技

術
の
開
発
と
製
造
工
程
の
合
理
化
に
よ
っ
て
量
産

体
制
が
整
い
、
大
阪
や
東
京
の
金
物
問
屋
だ
け
で

は
さ
ば
き
き
れ
ず
に
、
直
接
、
地
方
へ
出
向
い
て

販
売
す
る
問
屋
も
現
れ
、
日
本
全
国
に
三
木
の

金
物
の
名
声
が
広
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
日
露
戦
争
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ

る
軍
事
景
気
に
後
押
し
さ
れ
、
ま
た
、
関
東
大
震

災
に
よ
る
未
曾
有
の
災
害
の
復
興
に
使
用
す
る

大
工
道
具
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、
昼
夜
を
問

わ
ず
製
造
す
る
日
々
が
続
き
、
第
二
次
の
隆
盛
期

と
な
り
近
代
的
な
工
場
生
産
へ
の
足
が
か
り
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
大
正
時
代
末
期
か
ら
昭
和
時
代

初
期
に
掛
け
て
低
迷
し
た
が
、
古
い
伝
統
を
持
つ

家
内
工
業
か
ら
、
設
備
の
近
代
化
を
果
し
た
大

規
模
工
場
が
出
現
し
、
今
に
続
い
て
い
る
。

住
宅
基
準
法
の
改
正
が
も
た
ら
し
た
、

新
し
い
需
要
へ
の
挑
戦

現
在
、
三
木
金
物
は
、
伝
統
的
な
製
法
を
守

り
伝
え
る
職
人
と
、
近
代
化
し
た
大
規
模
工
場

を
有
す
る
メ
ー
カ
ー
に
二
分
さ
れ
る
。
そ
ん
な
な

か
、
ヒ
ッ
ト
商
品
を
持
ち
、い
ま
新
た
に
世
界
に

向
け
て
販
路
を
拡
大
し
続
け
て
い
る（
株
）岡
田

金
属
工
業
所
を
訪
ね
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
創
業
し
、
終
戦
後

に
鋸
の
こ
ぎ
りや
剪
定
鋏

せ
ん
て
い
ば
さ
み
、
鉋
か
ん
な
な
ど
を
製
造
。
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
試
行
錯
誤
が
続
く
な
か
、

1
9
7
0
年
代
に
入
る
と
、
住
宅
基
準
法
が
見
直

さ
れ
、
建
築
材
料
の
改
革
が
進
ん
だ
。「
か
つ
て
は

10

無
垢
材

む

く

ざ

い

が
主
流
だ
っ
た
の
が
、
合
板
や
集
成
材
が

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
鋸

が
使
い
物
に
な
ら
な
い
と
い
う
声
が
届
き
ま
し

た
。
聞
け
ば
、
す
ぐ
に
刃
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
い
、
切

れ
な
く
な
る
と
。
集
成
材
に
使
わ
れ
て
い
る
接
着

剤
の
影
響
も
大
き
く
、
大
工
職
人
さ
ん
た
ち
が

困
っ
て
い
ま
し
た
」と
、
常
務
取
締
役
製
造
部
長
の

岡
田
隆
夫
さ
ん
。
そ
こ
で
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
収

集
し
技
術
的
に
可
能
な
製
品
開
発
に
着
手
し
た
。

ド
イ
ツ
で
見
つ
け
た
の
が
、
衝
撃
焼
き
入
れ
と
い

う
技
術
だ
っ
た
。

衝
撃
焼
き
入
れ
を
仕
上
げ
に
施
す
と
、
鋸
の

刃
の
硬
度
が
非
常
に
高
く
な
り
、
集
成
材
な
ど

に
も
対
応
で
き
、
さ
ら
に
工
場
で
の
一
括
生
産
を

可
能
に
し
た
た
め
、
従
来
の
鋸
の
目
立
て
代
ほ
ど

で
新
品
が
購
入
で
き
た
。
大
工
職
人
か
ら
絶
賛

さ
れ
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
し
て
、
そ
の
鋸
は
意
外
に
も
日
曜
大
工
の

道
具
に
も
優
れ
て
い
た
。
硬
い
刃
は
曲
が
り
に
く

く
切
れ
や
す
い
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
販
路

も
広
が
り
、
道
具
と
し
て
の
使
い
や
す
さ
も
兼
ね

備
え
て
い
た
。

現
在
で
は
、
真
っ
直
ぐ
に
切
っ
た
り
、
斜
め
に
切

っ
た
り
す
る
の
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
ソ
ー
ガ
イ
ド
」

と
い
う
器
具
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
に
も

販
路
を
広
げ
て
い
る
。
ま
た
道
具
の
製
造
だ
け
で

な
く
、
三
木
市
内
に
木
工
応
援
館
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
、
木
工
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
設
備
を
整

え
、
地
元
の
人
々
の
利
用
拡
大
に
も
成
功
。
製
造

メ
ー
カ
ー
か
ら
生
活
提
案
型
メ
ー
カ
ー
へ
の
転
換

に
も
い
ち
早
く
取
り
組
み
、
三
木
金
物
の
将
来
を

担
っ
て
い
る
。

同じ鋼を使っても衝撃焼き入れを施したほうが硬くなり傷を
つけられる。

衝撃焼き入れをする工程。検査過程で、鋸の刃の削り具合をチェックする。

木工応援館の会員さんで、自作の収納ボックスも完成。材料を購入すれば、道具なども貸してもらえる。

木工応援館の前で、岡田隆夫さん。
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地球環境を守る、エコドライブを推進します。
まずはアイドリング・ストップから、始めてみませんか？


